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            古古文文書書解解読読ＡＡ２２  ～～江江戸戸時時代代のの古古文文書書をを学学ぶぶ～～

▶授業の目的と概要

【目的】古文書解読Ａ１を受講して「くずし

字」の基礎的な解読能力が身に付いた者を

主な対象として、さらなる解読力の向上を

目的として開講する。 

【概要】古文書の画像をテキストとして

「くずし字」解読のトレーニングを行う

と共に、古文書や日本史に関する一定度

専門的な知識を習得する。 

古文書の画像をテキストとして配布し、

解読の方法を実践的に学習する。具体的に

は、解読を行う箇所をあらかじめ指示する

ので、受講者は予習してきた内容に基づい

て解読文を順番に板書する。教員が添削し

た上で、解読文についてのディスカッショ

ンと内容の解説を行う。こうした輪読形式

でテキストを読み進めることを通じて、「く

ずし字」の基礎的な解読能力を身に付け

る。 

担当教員 
経済学部 

青柳 周一 教授 

開講曜限 火曜日 2 限（10：30～12：00） 

開講日 

10 月 3,10,17,24,31 

11 月 7,14,21,28 

12 月 5,12,19 

1 月 9,16,23 

参考書情報 

（補足） 

＜参考書＞ 

※ 必ず購入すること。

「くずし字解読辞典 普及版」／

児玉幸多著，東京堂出版，1993 

＜補足情報＞ 

より詳しく古文書を学習したい場

合は、『くずし字用例辞典』がある。 

その他、古文書の内容と関わる歴

史的な事項については『国史大事

典』ほか歴史辞書類を参照。 

※授業は対面で実施するが、新型コロナウイルス

感染拡大状況によっては対面を取りやめ、オンラ

インのみとする場合がある。その際は、SUCCESS な

どを通じて早めに周知する。 

彦根・秋 
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      数数学学的的思思考考  ～～意意思思決決定定とと計計画画のの数数学学～～

▶授業の目的と概要

身近な応用数学の問題などを題材に、現実

の問題を解決する際に意思決定や計画に用い

られる数学の考え方や分析の仕方にふれても

らうことを意図している。問題を解決する為

の手法として、確率に関する問題、行列を用

いた表現と分析、情報数学、順位付けや選挙

に関する数学などの話題を紹介する。  

例題で解説する数理モデルの作り方や取

り扱い、さらに関連する問題を実際に解くこ

とを通じて、確率や指定された基準に基づい

た解を計算によって求めるといった、問題解

決の為の基本的な数理的思考を身につけるこ

とを目標とする。 

※原則として対面で実施するが、新型コロナ

ウイルス感染拡大状況によっては、オンライ

ンで実施することもある。オンラインで実施

する場合には原則として Zoom を用いる。  

担当教員 
経済学部 

内藤 雄志 准教授 

開講曜限 火曜日 6 限（17：45～19：15） 

開講日 

10 月 3,10,17,24,31 

11 月 7,14,21,28 

12 月 5,12,19 

1 月 9,16,23 

講義資料 

講義資料は、原則として毎週月曜

日（授業予定日の前日）13時までに、

SULMS（滋賀大学・学習管理システ

ム）に掲載する。対面授業の場合は、

希望者にその回の分を印刷したプ

リントを配布する。参考書は、講義

資料に掲載する。 

＜補足情報＞ 

予習をしたい方、欠席された方

には SULMS に講義資料と投影資料

の PDF ファイルを掲載。必要に応

じて授業や SUCCESS で指示する。 

彦根・秋 
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